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　九州大学病院平成 2� 年 2 月 � 日で「小ࣇが
んڌ病院」のࢦ定をडけました。શ国で 1� ઃがࢪ
定ࢦ定さΕ、九州・ԭೄϒロックで本院が།Ұのࢦ
病院で͢。小ࣇがんڌ病院の֓೦と九州大学病院
の小ࣇがん診療のݱঢ়、ޙࠓの໋にͭいてհし
ま͢。

͍ͯͭʹࡦΜର͕ࣇͷখࠃ�
　ް生࿑ಇলのがんରࡦਪਐڠ議会で、小ࣇがんରࡦ
の題として、1
 小ࣇにおいてがん病ݪࢮҼの
第 1 Ґで͋Δが、がんରࡦਪਐ基本ܭ画に小ࣇがん
ରࡦ΄とんͲΓࠐまΕておΒͣ、小ࣇがんରࡦが
ΕていΔこと 2
 小ࣇがん多छ多༷ͳがんछと෯
広い年ྸを೦಄にஔいたରࡦがඞཁ 3
 療にΑΔ࣏
合ซにՃ͑、成長発ୡظの࣏療にΑΔ合ซのର
Ԡがඞཁで͋Γ、成人がんとҟͳΔऔΓΈがඞཁ
で͋Δこと 4
 ຖ年、2000 － 2�00 人の৽ن患者
が 200 のࢪઃで࣏療さΕていΔが、ඞͣしద
ͳ࣏療がͳさΕていͳいこと �
 療にؔ͢Δਖ਼֬ͳ࣏
報ఏڙ・૬ஊ支援体制の整උ、療ཆڥ教育体制
の整උ、࣏療ޙ長ظにΘたΓ支援͢Δ診療・૬ஊ体制
のཱ֬、؇ケアͳͲが課題で͋Δことが͛ڍΒΕま
した。小ࣇがん診療のಛघੑと集Խのඞཁੑが໌֬
にͳΓました。
　こΕをडけ、がんରࡦਪਐ基本ܭ画（平成 24 年 6
月 � 日ֳ議ܾ定）にて、「� 年Ҏ内に、小ࣇがんڌ
病院を整උし、小ࣇがんの中֩తͳ機ؔの整උを開࢝
͢Δ」ことがܾ定さΕました。

�খ͕ࣇΜڌපӃͷཁ݅
　小ࣇがんڌ病院のׂとཁ݅平成 24 年 � － 6
月の小ࣇがん医療・支援の͋Γ方にؔ͢Δݕ౼会（ܭ
3 回）で࡞成さΕました。ͦのおͳ、

病院のׂڌ（1）
　地ҬにおけΔ小ࣇがんの医療と支援をఏ͢ڙΔ中心
がん医療と支援の࣭の向ࣇઃとして、地Ҭશ体の小ࢪ
্に͢ࢿΔこと、地Ҭ医療機ؔとの連ܞ、長ظフォロー
アップの体制整උͳͲのׂを୲͏こと。　

病院のཁ݅ڌ（2）
　ᶃ 診療機能（集学త࣏療のఏڙ、キャンサーϘード

の開催、長ظフォローアップ体制、؇ケアチー
ムの整උ、地Ҭ医療機ؔとの連ܞ、セカンドオϐ
ニオンの実ࢪͳͲ）を༗͢Δこと。

　ᶄ 診療ैࣄ者（์射ઢ࣏療医ࢣ・診療์射ઢ技ࢣ・
薬ࢣࡎ・ೝ定看護ࢣͳͲ）がஔさΕていΔこと。

　ᶅ 医療ࢪઃ（์射ઢ࣏療機ثのઃஔ、集中࣏療室の
ઃஔͳͲ）を༗͢Δこと。

　ᶆ 診療実（݂ثजᙾ年ؒ 10 ྫఔ度Ҏ্、ݻ形
जᙾ年ؒ 10 ྫఔ度Ҏ （্͏ͪ脳・जᙾが 2
ྫఔ度Ҏ্））が͋Δこと。

　ᶇ 日本小݂ࣇӷ・がん学会の「研修ࢪઃ」ٴͼ日本
小ࣇ外科学会の「ೝ定ࢪઃ」で͋Δこと。

　ᶈ૬ஊ支援センターઃஔしていΔこと。
　ᶉ院内がん登録を実ࢪしていΔこと。
　ᶊ 臨床研究（臨床研究ઐ部ॺのઃஔ、CRC ͳͲを

ஔ）していΔこと。
　ᶋ 療育ڥ（อ育࢜のஔ、教育支援、プレイルー

ムの整උ、長ظࢪࡏઃの整උͳͲ）が整උさΕ
ていΔこと。

　小ࣇがんڌ病院を中心と͢Δ小ࣇがん医療ఏڙ体
制のイϝージਤをࣔしま （͢ਤ�）。

͍ͯͭʹපӃͷ໘ඞཁͳͱҬブロックڌ�
　小ࣇがん患者গͳいことかΒ、患者さんՈ
の経ࡁత・ࣾ会తͳෛ୲をܰ͢ݮΔରࡦ（教育ڥ
の整උ、॓ധࢪઃの整උͳͲ）ਤΓͳがΒ࣭の高い
医療をఏ͢ڙΔたΊ、Ұ定ఔ度の集ԽをਐΊΔこと

খ͕ࣇΜڌපӃͷࢦఆΛ͏͚ͯ
ʕڌ�පӃͱͯ͠ͷ໋

特
　
集

九州大学病院෭病院長／小ࣇ科長／教त ɹçणݪ
九州大学病院小ࣇ外科、小Ҡ২外科長／教त çஐষޱా
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がඞཁで͢。こΕまでؔ連͢Δ学会のྗにΑΓ小ࣇ
がんをઐతにѻ͏医療機ؔにҰ定の集ԽがਐΊΒ
Εていま͢。Ұ方、ۉてんԽのたΊ、患者さんが発育
時ظをՄ能ͳݶΓ׳Εしんだ地ҬにཹまΓ、ଞの子
Ͳたͪと同͡生׆・教育ڥの中で医療支援をड
けΒΕΔΑ͏ͳڥを整උ͢Δことඞཁで͢。
　したがͬて、ڌ病院の、Ұ定ఔ度の集と地
Ҭの小ࣇがん医療のۉてんԽのόランスにྀし、地
Ҭϒロックのઃ定にͭいて、地方ް生局の地Ҭϒ
ロックをߟࢀに、ڌ、ޙࠓ病院のީ補とͳΔ病院の
地ཧతஔͳͲを౿ま͑てઃ定͢Δこととしました。
　こΕをडけ、ް生࿑ಇল「小ࣇがんڌ病院のࢦ
定にؔ͢Δݕ౼会」がެืを行い、ώアリングの、
1� 。ઃがܾ定しましたࢪ

　ͷҬブロックہํްੜ（ߟࢀ）
ւಓϒロック：ւಓ
東ϒロック：੨、ؠ手、ٶ、ळా、ࢁ形、福島
ؔ東信ӽϒロック：ҵ、ಢ、܈馬、࡛ۄ、ઍ༿、東ژ、神ಸ、৽ׁ、ࢁས、長野
東ւϒロック：ࢁ、ੴ、ذෞ、静岡、Ѫ、ࡾॏ
ࢁಸྑ、Վ、ݿฌ、ࡕ、大ژ、լ࣎、ϒロック：福Ҫـۙ
中国࢛国ϒロック：ௗऔ、島ࠜ、岡ࢁ、広島、ࢁ口、ಙ島、߳、Ѫඤ、高
九州ϒロック：福岡、ࠤլ、長࡚、۽本、大分、ࣇࣛ、࡚ٶ島、ԭೄ

�भେֶපӃʹ͓͚Δখ͕ࣇΜྍʹ͍ͭͯ
　小ࣇがんの内༁ਤ �のΑ͏に 40 パーセント
がന݂病ͳͲの݂ӷがんで、60 パーセントが神経ժ
जͳͲのݻ形がんで͢。九州大学病院の小ࣇがんの診
療実݂ӷがんでશ国 6 Ґ、ݻ形がんでશ国
2 Ґのྫで、いͣΕ九州内で̍Ґのྫと
ͳͬていま͢。また診療体制としてԽ学療๏、手術療
๏、์射ઢ療๏ͳͲの集学త医療をఏڙできΔઃඋと
人ࡐがͦろͬておΓ、診療科として小ࣇ科、小ࣇ外
科、์射ઢ科だけでͳく、さま͟まͳݻ形जᙾの手術
こころのケアにରԠՄ能ͳ脳神経外科、整形外科、

眼科、ࣖඓ科、ൽෘ科、ൻث科、精神科、心療内科、
小ࣇ歯科が小ࣇがんにରԠՄ能ͳスタッフをͦろ͑て
いま͢。
　さΒに患者支援体制としてコϝσィカルがྗڠし、
院内と院外にトータルケアをࢦしたチーム医療体制
を整͑ていま （͢ਤ�）。また長ظのೖ院患者さんのՈ
が҆Ձで॓ധできΔࢪઃ九州大学病院पลͳΒͼ
に福岡市内にઃஔさΕていま （͢ද�）。

ΓํࡏපӃͷڌΜ͕ࣇͷभେֶපӃখޙࠓ�
　小ࣇがん診療ͬとスタートラインにཱͬたか
Γで͋Γ、こΕかΒがਖ਼೦場で͢。ޙࠓΔきこと
をྻڍしま͢。
1
 九州大学病院小ࣇがんڌ病院と連ܞ病院（九州・

ԭೄの小ࣇがん診療ࢪઃ）のωットϫークの構築と、
小ࣇがん医療ैࣄ者研修ۀࣄ（ද�）の্ཱͪ͛。

2
 を୲อ͢Δڙ病院としての、࣭の高い医療ఏڌ
たΊの、人員֬อઃඋの整උ。ͦのたΊにطଘ
の九州大学病院「がんセンター」との連ܞと、「小
「病院機能ڌがんࣇ小」医療センター」内にࣇ
のॆ実をਤΔこと。

3
 臨床研究のਪਐ
࠶・ྫ࣏発ྫを集Խし、৽࣏ن療の開発をਪ
ਐ͢Δこと。

　小ࣇがんرগのたΊ、企ۀが小ࣇにಛԽした薬ࡎ
開発を行Θͳいので、࠶࣏発ྫの集にΑΓ、ެ
ਃ৽࣏ن療薬のಋೖのಓをく。

�Ҭͷҩྍؔػ �࿈ܞපӃͷઌੜํ
1
 九州大学病院で小ࣇのݻ形がん、݂ӷがんと

に、͢てのଁثにΘたΓカόーできΔ診療体制
を整͑ていま͢。

2
 院内学ڃ؇ケア、小ࣇがんにಛԽしたอ育࢜
臨床心ཧ࢜のஔͳͲ、患者サポート体制
උしていま͢。

3
 小ࣇがんがんजのछྨが多くرগがんが多いの
で、医療の࣭を向্し、患者さんにຬしていた
だけΔサポート体制ͮくΓに集Խがॏཁで͢。
࠶・ྫ࣏発ྫごԕྀͳくご૬ஊください。

総登録数；40,209
（1969年‒2003年）

悪性奇形腫0.5％

その他
7.9％

白血病
39.2％

神経芽腫
14.5％

脳腫瘍
8.2％

骨悪性腫瘍1.5％
性器腫瘍2.4％
肝芽腫2.6％

軟部腫瘍2.6％

ウィルムス腫瘍
4.4％

網膜芽腫6.0％

悪性リンパ腫8.2％
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前籍園
保育士

保健師

療育施設

かかりつけ医

家族会

院外
ボランティア

家族
宿泊施設 人数は九州大学病院内

のスタッフ数
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病棟
保育士2人

院内学級
教師3人
栄養士
6人
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ケアチーム
7人

医師
　小児科・小児外科・放射線科
　整形外科・脳神経外科・眼科
　耳鼻咽喉科・産婦人科・泌尿器科
　精神科神経科・心療内科・麻酔科・歯科
看護師
　がん看護専門・がん化学療法認定
　緩和ケア認定・がん性疼痛認定

理学療法士
14人

作業療法士
8人

言語療法士
8人

検査技師
93人 放射線技師

65人
薬剤師71人

（がん専門5人）

社会福祉士
3人
院内

ボランティア
13グループ

臨床心理士
10人
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Ѫஂファミリーܙ
ϋウスのՈ

九州大学病院かΒ 100 ̼
ௐཧスϖース͋Γ
1 ധ̍室 2000 ԁ

ΆͬΆϋウス 九州大学病院かΒ 200 ̼
1,　1 ധ̍室 �00 ԁ

ͳかΑしϋウス 九州大学病院かΒ̓ᶳ
2,　1 ധ̍室 �00 ԁ

エンθルϋウス
九州大学病院かΒ 6ᶳ
福岡市ཱこͲ病院にྡ
3%,　1 ധ̍室 �00 ԁ

SI 福岡όンϏϋウス
九州大学病院かΒ 6ᶳ
福岡市ཱこͲ病院にྡ
2%,　1 ധ̍室 �00 ԁ

ද̎ɹ九州ɾԭೄҬখ͕ࣇΜҩྍఏڙମ੍ٞڠձ͓Αͼݚमձ

第 1 回 平成 2� 年 3 月 � 日実ࢪ　　

第 2 回 平成 2� 年 6 月 1� 日実ࢪ　　

第 3 回 平成 26 年 2 月 22 日実ࢪ༧定
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˙　͡Ίʹ
　生学తࡎの登場にΑΓࣗݾ免疫࣬患の࣏療大
きͳਐาを͛ました。しかし、この中にਐ行ੑの
࣭ؒੑഏԌൽෘߗԽをఄし、࣏療ੑ߅で༧ޙෆྑ
の࣬患܈がґવとしてଘࡏし、ͦのࠀॏཁͳ課題
としてさΕていま͢。
免疫࣬患で、本དྷ外དྷඍ生ͳͲのҟをݾࣗ　
ഉআ͢ΔたΊにಇくリンパٿを͡Ίとした免疫ܥが
ଁ、๔৫にରしてաにԠしࡉのਖ਼ৗͳݾࣗ
代表త（ൽڧ）Խߗこしま͢。શੑىをোث
ݾࣗੑ࣏免疫࣬患で、高度ͳൽෘߗԽと内ଁ病มを
༗͢Δྫ � 年生ଘが �0 － 60 パーセントと༧
の࣭ஶし׆ෆྑで͋Γ、生ଘྫにおいて日ৗ生ޙ
くԼしま͢。本ཱ֬さΕた༗ޮͳ࣏療๏がͳく、
༧ޙのվળをظできΔ࣏療がͪまΕていました。

ੑ࣏શੑߗԽʹର͢Δ
༺๔Ҡ২ͷྟচԠࡉװ݂ݾࣗ

　ੑ࣏શੑߗԽの৽࣏ن療๏として、欧米で
 1��0 年代ޙΑΓࣗݾ݂ࡉװ๔Ҡ২が臨床Ԡ
༻さΕていま͢。ࢪઃで平成 14 年ΑΓ臨床第Ⅰ
／Ⅱ૬ݧࢼとしてੑ࣏શੑߗԽ 1� ྫにରしࣗ
。行しましたࢪ๔Ҡ২をࡉװ݂ݾ
　本療๏大ྔԽ学療๏にΑΓ体内のࣗݾԠੑリン
パٿをࠜઈޙ、Ҡ২したࣗݾ݂ࡉװ๔かΒ、ࣗݾに
Ԡしͳいਖ਼ৗͳ免疫ܥを࠶度構築͢ΔことにΑͬて
࣬患の࣏༊ղをظ͢Δ࣏療๏で （͢ਤ�）。した
がͬて「免疫リセット療๏」とݺͿࣄできま͢。
多くのྫでܶతͳ、ޙ行ࢪ๔Ҡ২ࡉװ݂ݾࣗ　
ঢ়のվળがಘΒΕました。۩体తに、ൽෘߗԽに
ର͢ΔޮՌで、スキンスコア（ൽෘߗԽのఔ度を表
Խがܰい）がҠ২ 3ߗඪ：いఔൽෘࢦ͢ 年ޙに
�0 パーセントのվળをࣔし、ͦのޮՌ ̑年Ҏ্࣋
ଓしました。࣭ؒੑഏԌで、Ҡ২ޙ CT 画૾্のվ
ળとڞに（ਤ�）、ഏྔ׆༗意に૿Ճしました。࣬患
ಛҟతࣗ߅ݾ体で͋Δ߅ Scl-�0 ༗意ؒظ体Ձ長߅
ͳԼが࣋ଓしました。Ҡ২ࣗ体にؔ連したࢮೝ
ΊΒΕͣ、 ̑年શ生ଘ �� パーセント、ແ૿ѱ生
ଘ 6� パーセントでした。ւ外におけΔ 1�� ྫ
の集ܭとൺてࢪઃの成同等Ҏ্で͋Δとߟ
͑ΒΕました。
　Ҏ্ΑΓ、本療๏શੑߗԽにରして༗ޮͳ࣏
療๏で͋Γ、ͦのޮՌ長ؒظにΓ࣋ଓ͢Δことが
໌ΒかにͳΓました。Ҡ২લޙに行ͬた T リンパٿड
༰体のレパトアղੳ（ೝࣝできΔݪ߅の多༷ੑのݕ౼）
でҠ২લに見ΒΕた T リンパٿड༰体のҟৗͳภΓ
がҠ২ޙにਖ਼ৗԽしておΓ、免疫リセットが患者さ
んの体内で実際にىこͬていΔことが֬ೝさΕました。

˙　ઌਐҩྍ
　ࢪઃでの臨床第Ⅰ／Ⅱ૬ݧࢼの݁Ռを基に「
๔Ҡ২の༗ࡉװ݂ݾԽにର͢Δࣗߗશੑੑ࣏
ޮੑのݕ౼ : 臨床第Ⅱ૬ݧࢼ」のܭݧࢼ画を࡞成し、
ARO 代医療センターの支援をडけ、先ਐ医療ਃੈ࣍
の४උをਐΊていま͢。本年̏月に医薬医療機ث
総合機構 	PM%A
 との第̍回のࣄલ૬ஊを行いま
した。ঝೝޙ、先ਐ医療として本療๏をࢪ行し、ͦの
成を基にอݥద༻をࢦしま͢。先ਐ医療ਃの४
උのたΊ、ࡏݱ本療๏Ұ時中அしていま͢。

˙　ର࣬ױ �શੑߗԽ
　શੑߗԽൽෘߗԽと内ଁのઢҡԽ、ধ॥
োをಛと͢Δશੑ݁合৫࣬患で、病มൽෘ、
ഏ、心ଁ、ਛଁ、ফԽ、ؔઅ等、広ൣғにٴͼま͢。
トポイιϝラーθⅠセントロϝアにର͢Δࣗ߅ݾ体
をೝΊΔことͳͲかΒ、病ଶ形成にࣗݾ免疫がؔ༩͢
Δと͑ߟΒΕていま͢。

˖࿈ࡌ˖ɹ九州大学病院ͷ 53

難ੑ࣏શੑߗԽにର る͢
　　　　　　　　　自ݾ݂ࡉװ๔Ҡ২

݂ӷ・जᙾ内科 / 免疫・ݪ病・ײછ内科　　科長／教त　ߒ　࢘Ұ

ʦ連絡先ʧ九州大学病院　免疫・ݪ病・ײછ内科　௩本 ߒ
E-mail: tsukamot!intmed1.med.kyushu-u.ac.jp　 http://www.1nai.med.kyushu-u.ac.jp/group/immunity.php

ਤ̍ɹࢪઃʹ͓͚Δࣗݾ݂ࡉװ๔Ҡ২ͷํ๏ɹ
$:: γΫϩϑΥεϑΝϛυɹɹɹɹɹ

ਤ̎ɹࣗݾ݂ࡉװ๔Ҡ২ޙʹ࣭ؒੑഏԌ͕վળ

CY2g/m2

x2日間

CY50mg/kg
x4日間

G-CSF

末梢血単核球

CD34+ による

幹細胞純化

①自己反応性リンパ球の根絶

②免疫系の
再構築

移植

図1.当施設における自己造血幹細胞移植の方法
CY:シクロフォスファミド

12か月後
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ͬと注さΕていΔ外科手術๏のҰͭに内視ࠓ　
鏡手術が͋͛ΒΕま͢。シリーζ第1�回ফԽث
ྖҬ、とくに৯ಓがんの内視鏡手術にͭいて、ফԽ
外科 	1
 ӬҪӳ࢘।教तが回しま͢。

　科で、ңがんにର͢Δෲ腔鏡Լ手術にҾきଓい
て平成10年かΒ開࢝し、こΕまで200名の患者さ
んに行ͬていま͢。 ฏ���݄ࡏݱ

手術名 ྫ

腔鏡Լ৯ಓѥશఠ術ڳ
腔鏡Լ೪ບԼजᙾ֩出術ڳ
Ԍੑ৯ಓઠにର͢Δ৯ಓѥશఠ術

206
3
1

　৯ಓがんの手術ڳ部ૢ࡞でपғリンパઅをؚΊて
৯ಓをআし、ᰍ部のリンパઅをֲਗ਼し、ෲ部ૢ࡞で
ңをঢ়にしてᰍ部までͬ、্͛ͪ࣋た口ଆの৯ಓ
とͭͳ͙のがඪ४త手術で͢が、たいんෳࡶで手術
のইが大きͳ手術で͢。
　科での内視鏡手術開࢝ॳ患者さんにとͬてෛ
୲の大きいڳ部の手術ૢ࡞のΈを内視鏡手術で行ͬて
いましたが、ͦのޙෲ部ૢ࡞内視鏡手術で行ͬてい
ま͢。開࢝ॳൺֱతૣظのがん患者さんにͬݶて
行ͬていましたが、平成1�年Ҏ߱で΄΅͢ての
患者さんをରに行ͬていま͢。

　手術ؾޙ内ૠチϡーϒをൈڈし、集中࣏療室に
ೖ室とͳΓま͢。ཌ日かΒา行、4日かΒ৯ࣄを開
し、௨ৗ10日にୀ院とͳΓま͢。とと৯࢝
ಓがんの患者さんにٵݺ機能のԼが見ΒΕΔ方が
多く、術ޙഏԌͳͲഏ合ซがىこΔとೖ院長ظԽ
͢Δこと͋Γま͢。
　ୀ院ޙࢄาかΒ࢝Ίて、ごࣗの体ྗを͑ߟͳが
Βӡಈ、ӡస、ཱྀ行に行くことՄ能で͢。ୀ院1ޙ
िؒఔ度で৬場復͢ؼΔ方いま͢が、௨ৗि
ؒかΒ1か月くΒいかかΔことがී௨で͢。৯ಓがん
の手術ޙңがঢ়にͳΓ、ڳの中を্͛ͪ࣋ΒΕて
いΔことかΒ、৯ա͗ͳい、৯て͙͢ԣにͳΒͳ
いͳͲಛ༗の注意͢きことが͋Γま͢。 

大1cm࠷にڳ　 ఔ度の創が�かॴできま͢。ෲ
部でͦに3、4cm の創（ここかΒআした৯ಓと
पғリンパઅをҰմにऔΓ出しま͢）と、12mm の創
が2かॴ、�mm の創が3かॴできま͢。またᰍ部に
10cm の創ができま͢。ңの手術ޙでݐ࠶にңで
ͳく大をΘͳけΕͳΒͳい場合に、ෲ部の
創大きくͳΓま͢。

　開ڳ開ෲ手術とൺֱして手術中の出݂ྔがۃ端にগ
ͳくࡁΈま͢し、術ޙのڳ部の創ᰍ部の創の௧Έ
΄とんͲ͋Γません。ڳนのଛইがগͳいたΊに術ޙ
のٵݺ機能に༩͑ΔӨڹ開ڳ手術にൺてかͳΓগ
ͳいことಛで͢。
　ෲ部ૢ࡞ෲ腔鏡で行͏とのͥんಈӡಈの回復が
ૣく、৯ࣄをૣظに開࢝できま͢し、ͦのたΊ術ޙの
。がૣくͳΓま͢ؼ院日くͳΓࣾ会復ࡏ

　৯ಓがん手術患者さんのෛ୲が大きく、術લ術
ӈさΕࠨの経աが大きくޙのӫཆঢ়ଶにΑͬて、術ޙ
ま͢。また手術だけでͳく術ޙの生׆の࣭（QOL）
向্のたΊに、ӫཆվળにऔΓんでいま͢。ΑΓ
高度ͳ手術がՄ能とͳΔロϘットを༻いた手術にऔ
ΓΉ༧定で͢。

ڸࢹखज़γリーζ
消化器領域ʦୈøþճʧ

ফԽ外科（1）　　।教त　ӬҪ　ӳ࢘

ʦ連絡先ʧ九州大学病院　免疫・ݪ病・ײછ内科　௩本 ߒ
E-mail: tsukamot!intmed1.med.kyushu-u.ac.jp　 http://www.1nai.med.kyushu-u.ac.jp/group/immunity.php

内視鏡手術のదԠにؔ͢Δご૬ஊ・ごհਵ時、डけけていま͢。
ফԽ外科（̍）外དྷまでおܰؾにお合せԼさい（TEL：0�2-642-�4�3　ॳ診日・࠶診日：Ր・）。
九州大学病院ফԽ外科（̍）　　http://www.med.kyushu-u.ac.jp/surgery1/

2�৯ಓ͕Μͷڸࢹखज़͍͔ͭࠒΒ࢝·Γ·͔ͨ͠ʁ
Ͳͷ͘Β͍ͷྫ͕͋Γ·͔͢ʁ

2� खज़
ͲͷΑ͏ʹͳΓ·͔͢ʁ

2� खज़ͷదԠʹ͍ͭͯ
͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ

2� Ұൠతͳज़ޙͷܦաɺ
͍͔͕Ͱ͠ΐ͏͔ɻ

2� खज़Ҏ֎ͷɺڸࢹखज़ͷ
͓ͳϝϦットԿͰ͠ΐ͏͔ɻ

̦ɽࡏݱͷऔΓΈʹ͍ͭͯ
͓ฉ͔͍ͤͩ͘͞ɻ

��ΠϯνӷথϞχλーʹө͞ΕΔϋΠϏΟジϣϯө૾Λ
͏ߦͳ͕Β�ਓͰखज़Λݟ

ຑਲ͞ऀױʹޙΜ͏ͭ෬ͤͷঢ়ଶͱͳΓɺτϩοΧーͱݺ
ΕΔৌΛ௨ͯ͠ɺΧϝϥɺᭆྨࢠΛෲߢʹૠೖ͠खज़Λ͏ߦ

ज़ޙ��ʢୀ院લʣͷͷঢ়ଶ

෦ͷڳ
ʢӈଆ໘͔Βʣ ෲ෦ͷ
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පප࿈ܞ・ප࿈ܞ

　私が20年ۈ務した九州大学歯学部口腔外科をୀ局
し、ত60年に中ԝ区ఱ神で「ଜ্歯科クリニッ
ク」を開院してࠓ年で2�年にͳΓま͢。私のՈܥ
、໌࣏生まΕのがલの医学部歯科口腔外科にࡏ
੶してかΒ、ڞࡏݱに診療を行ͬていΔ່婦にࢸΔ
まで、̏ੈ代にͬて九州大学口腔外科におੈにͳ
Γました。
　ͦのたΊ、院ଞ院でࠔͳΒͣのൈ歯ͳ
Ͳの外དྷ手術を中心に、Ұൠ歯科࣏療かΒインプラン
ト歯ྻڲਖ਼まで෯広い診療を行ͬておΓ、開院ॳ
かΒࡏݱまで九州大学病院ؔの医科の先生方、歯科
の先ഐ・ޙഐかΒ多くの患者さんのհをいてい
ま͢。
　また、九州大学病院この年のؒに৽病院のҠ
స地ԼమӺ整උͳͲにΑͬてڥརศੑが向্し
て、院かΒ九州大学病院հした患者さんのධ
高く、たいん心ڧくͬࢥていま͢。
　日本人の高ྸԽがਐΈ、歯प病と病ͳͲのશ
࣬患とのؔ連ੑがऔΓ͟たさΕていま͢。ۙ࠷でが
ん患者のप術ظ口腔ケアのॏཁੑ、ૈࠎᱷࠎస
Ҡの༧に༻いΒΕΔϏスフォスフォωートࡎ༻
中のൈ歯ޙの、ֺࠎյࢮのੑݥةͳͲがೝさΕてき
ていま͢。このたΊ、ࠓまでҎ্におޓいの֞ࠜをӽ
͑た医科歯科連ܞ、大学病院とݸ人診療ॴの連ܞの

Խが大にͳͬてきていΔڧ
と͡ײていま͢。
　九州大学病院ޙࠓ高度
先ਐ医療のॆ実と人ࡐの育成
にྗを注͗、日本の基װ病
院としてま͢ま͢発ల͢Δと
同時に、ݸ人తにকདྷ̓ࡀ
と̎ࡀにͳΔଙがզがՈの̐
ੈ代として九州大学病院で
༂してくΕΔことをີかに׆
。していΔところで͢ظ

医療法人 村上歯科クリニック
ଜ্歯科クリニック院長ɹଜ্ɹӳี

障害等による生活の自立困難な患者の退院支援
医療連ܞセンター　લ෭センター長／看護ࢣ長 岩谷　友子

　小ࣇຫੑ࣬患にΑΓ療育手ாো者手ாをͪ࣋、
生ޙかΒࣗ療ཆをܧଓし成人した患者さん、྆
を中心と͢Δհ護者の高ྸԽͳͲに͏հ護ෛ୲の
ෆ҆が大きくͳΔことまΕで͋Γません。ࠓ回、
ީੑてんかんと݁અੑߗԽにର͢Δ内ௐ整と、
ՈのҰ時తٳଉをతにೖ院し、ࡏհ護がݶքに
ۙき、ೖୀ院を܁Γฦ͢Α͏にͳͬたྫࣄにͭいて
報ࠂしま͢。
　日ৗ生׆ಈ࡞、ೖ院લかΒશհॿがඞཁ、意ૄࢥ
௨ෆՄ能で、ࣗ発తͳઁ৯しく、経ඓңかΒ
内と経ӫཆを༩さΕていました。ೖ院のきͬか
け、母のհ護ർ࿑が大きͳཁҼでしたが、ңᚈ
さΕませんでした。患者さر開ͳͲのॲஔؾ
んと྆の̏人Ոで、長年生׆をଓけてདྷた経Ңが
͋Γ、྆のѪ大きく、ଞ人のケアհೖにͭいて
ͬていました。
　ओ࣏医かΒকདྷతͳෆ҆をྀߟし、療ཆࢪܕઃ
のೖॴをؚΊたస院支援のґཔが͋Γ、̏かॴの療ཆ
病院ೖ院૬ஊを行いましたが、հ護度のॏԽೖ
院の長ظԽが༧さΕ、डୗさΕませんでした。ͦこ

で、患者さんのঢ়のมԽと、Ոのرকདྷの
イϝージを֬ೝしͳがΒ、ࢪઃೖॴか、また๚看
護ϔルパーͳͲのհ護支援のಋೖにΑΔࡏ療ཆの
。しました౼ݕଓかを৻ॏにܧ
　ͦの݁Ռ、ՈのرにԊͬて、ࡏ療ཆ支援診療
ॴを৽たに選定し、๚看護ステーションのܧଓ支援
をతに、ケアカンファレンスを開催ޙ、ࣗୀ院と
ͳΓました。ࡏ療ཆܧଓに、診療հ護の支援者
ୡと、Ոとの
にをྑੑؔ
อͭϚωージϝ
ントがたいん
ॏཁで͢。

―両親の介護支援を
　マネージメント─

ԬݝԬࢢͷࡏྍཆࢧԉͷඋঢ়گ （平成2�年3月ࡏݱ）

療ཆ支援診療ॴࡏ 204 ݅

療ཆ支援病院ࡏ � ݅

療ཆ支援歯科診療ॴࡏ �0 ݅

薬局ࡎಋを行͏ௐࢦཧࡎ患者๚薬ࡏ ��� ݅
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　平成14年ް生࿑ಇলの静脈注射にؔ͢Δ行ղऍ
にΑΓ、҆શを୲อした্で看護ࢣにΑΔ静脈注射の
実ࢪがՄ能とͳΓました。本院で病院としてのΨイ
ドラインを定Ί、静脈注射を行ͬてきましたが、部ॺ
まかせにͳͬておΓ大学病院としての࣭の୲อにة機
。が͋Γましたײ
　ͦこで、平成21年度จ部科学লの「看護ࢣの人ࡐ
ཆ成システムのཱ֬」ۀࣄに࠾択さΕたことをडけ、
Ψイドラインの見しと合Θせ「҆શに実͢ࢪΔ静脈
注射教育プログラム【ผ名：静脈注射ೝ定看護ࢣ（̞
̫ナース）】」を開発し、ࡏݱऔΓんでいま͢。
　このプログラム、ᶃ医ࢣ・薬ࢣࡎ・看護ࢣにΑΔ
基本త、実ફతͳࣝ習ಘのたΊの講義ᶄόーチャル
̞̫Ϟσルをͬた実技演習ᶅචݧࢼهᶆ実技ࢼ
年Ҏ্をର̎ࢣの̐ஈ階かΒͳΓ、本院で看護ݧ
に�0パーセントがೝ定さΕていま͢。
　患者さんにとͬて、҆શに҆心して֬実に実ࢪでき
Δ静脈注射の࣭を୲อ͢Δこと、ظੑٸの病院のΈ
ͳΒͣ、Ͳこで基本తͳことで͢。ͦこで、このऔ
Έを平成24年度ΑΓ地Ҭにެ開͢Δことにしまし
た。平成24年̓月21日に行ͬた講義で、地ҬかΒ
16ۉ年平ݧՃいただき、経ࢀઃ11�名の方にࢪ�0
年と๛ͳ経ݧをͭ看護ࢣが大多でした。こΕ、
ࣗの学習だけでͳく、ࢪઃにおいてのࢦಋ者として
の教育のඞཁੑの高さを͡ײΔのでした。
　私ୡ、このΑ͏ͳऔΓΈをগしで実ફにཱ

ててΒ͑ΔΑ͏、開発した教ࡐを e- ラーニングで
地Ҭにެ開していま͢。大学病院としてޙࠓ、患者
さんの҆શ・҆心ͳ医療のたΊ、看護実ફ能ྗの向্
に寄༩していきたいと͑ߟていま͢。

看護実践力ブロッサム開花プロジェクト[e-ラーニング ]
http://blossom.kaika.project.
med.kyushu-u.ac.jp/e_learning/
index.html
ˎ e- ラーニングをごར༻の方、
લにࣄ I% 登録がඞཁで͢。ৄࡉ
。画面をご֬ೝくださいه্

औΓΈ・Πϕϯτ

医療法人 村上歯科クリニック
ผ病院ຑਲ科　෭科長ɹ٢ɹ৻Ұ

　九州大学病院ผ病院に診療科としてຑਲ科が開ઃ
さΕて̍年が経աしました。ผ病院手術部に選
教員がஔさΕてҎདྷຑਲ医̍名で、ॳຑਲཧ
手術診療科とのڞ同ཧでした。大学病院とい͑、
ઃඋ、診療科、人員とにݶΒΕていま͢。қ度の
高い手術、大学病院の໋で͋Δ先ਐత手術࣏療の
ಋೖͳͲ͋ͬて、গϝンόーにΑΔຑਲཧにݥة
ੑ১͑ません。このੑݥةを補͏くैདྷかΒຑਲ
ཧで、小さͳ病院のಛで͋Δ医療ैࣄ者ؒの
ܥͣ内科ٴ診療科にܥؒをۙͮけΔたΊ、外科ڑ
診療科とີۓに連ܞして報ަを行い、प術ظ
ཧにऔΓんできました。۩体తにઐ༻のຑਲ診
ґཔ༻ࢴを報ަの手ஈとしていました。ࡏݱ平
成2�年ΑΓಋೖの医療報システムを༻いΔことで、
Ϟニター画面でスタッフ૬ޓに報֬ೝができΔΑ͏
にͳͬていま͢。Ճ͑て術લの「ຑਲ同意ॻ」࡞成に
際してे分ͳ時ؒをかけて実ࢪし、手術をडけΒΕ
Δ方との信པができΔΑ͏Ίていま͢。
　平成23年度の整形外科ઃஔに͏手術ྫ૿Ճで
ຑਲ医ෆとͳΓました。平成24年度ࡏݱ、九州大
学病院本院のຑਲ医のԠ援をि̐日डけ、外科、整形
外科（外科）を中心に年ؒ3�0ྫ΄Ͳのຑਲ
ཧを୲ͬていま͢。
　ผ病院のಛԿとͬݴてൈ܈の࣏療ڥで͢。
લ方にޫًくผ、എޙにඪ高13��m の見ַ、

Ճ͑て院内に༙き出Δ
Թઘで͢。ຫੑ࣬患診療
部͋ΔことかΒ、ैདྷ
ΑΓ外དྷでຫੑ᙭௧࣬
患の診療をগͳがΒଓ
けていましたが、ࡏݱ
手術ຑਲཧの૿Ճで༧
のΈの診療とͳͬてい
ま͢。ޙࠓ、このڥ
を׆かしたप術ظཧを
発లさせたいと͑ߟてい
ま͢。

別府病院麻酔科の一年

看護部　લ教育看護ࢣ長　山崎　雅代

静脈注射認定看護師（IV ナース）育成中

                                      九州大学病院別府病院 

麻酔説明と同意書 
 

 本書類は、手術や検査に必要な麻酔についての説明を記録した書類です。前もって麻酔について説

明することで、安心して手術、検査に臨んでいただくために作成します。今回の説明で解らないこと

は、後程尋ねられて結構です。尚、説明を受けて理解できましたら下記にご署名下さい。詳しくは、

別冊の『麻酔を受ける方とそのご家族の方々へ』をお読み下さい。 
 
１. 麻酔の必要性 
 手術は、身体を傷つける行為です。従って麻酔がないと、痛みや危険な反射（不整脈、呕吐、反射

性の手脚の動きなど）を引き起こします。麻酔管理では、麻酔薬等を用いてこの痛みや危険な反射を

取り除き手術出来る状態を作ります。また、手術ではお腹、胸、手脚の筋肉の力を弱めることが必要

な場合もあります。検査でも、同じ目的で麻酔薬を使用することがあります。このように麻酔は、手

術や検査を安全に実施するために必要とされます。 
 
２.現病歴と合併症、手術歴、アレルギーについて 
＜現病歴＞                                   ＜手術歴＞ 
 
 
 
＜治療中の病気＞                                ＜アレルギー＞ 
 
 
 
 
３.手術前検査の結果と注意点 
１）心臓機能と心電図検査、心臓エコー検査 

２）呼吸機能検査と合併症の存在 

３）血液検査による血液の性状 

４）肝臓機能と血液検査 

５）腎臓機能と尿・血液検査 

６）神経・運動機能 

７）代謝機能 

８）日常生活・その他 

４. 予定されている手術に対する麻酔法と麻酔担当医 
麻酔法：                    麻酔担当医： 
 
 

２. 手術、検査前日から当日の手順 
＜食事、水分摂取制限＞ 
手術前日（  ／  ）       から絶食、       から絶飲して下さい。 

手術当日（  ／  ）       から絶飲絶食、但しうがい、歯磨きは出来ます。 

＜常用薬の服薬制限と麻酔前投与薬＞ 
 
 
以上の内服薬は、コップ３分の１程の水で服薬して下さい。 

＜手術室に行く時間と麻酔が掛かるまで＞ 
 １）        に手術室に行きます。点滴、モニター（血圧計、心電図等）を装着します。（約１０分） 

 ２）横向きに寝て背中から麻酔の注射をします。上向きになっての麻酔の効果を調べます。（約２０分） 

 ３）全身麻酔では、点滴から就眠薬を投与します。意識が無くなり、麻酔が懸かります。（約３０秒から１分） 

 その間に、口から喉にチューブを入れて人工的に呼吸をさせるようにします。 

 ４）手術部位の消毒、清潔シーツの被覆が整い次第手術が始まります。 

＜そして麻酔から醒めた時は＞ 
１）全身麻酔では、手術の終わりに麻酔薬を止めると５分から３０分で目が覚めます。その時口の中には、息を

させるチューブがあって声が出せません。意識、呼吸の回復を待ち、血圧など良好であれば口のチューブを

抜いて安静となります。しばらく様子を観察し問題が無ければ病棟に帰ります。（３０分から１時間程） 

２）局所麻酔では、少し眠らせているだけなので、呼びかけると容易に目が覚めます。（１５分程） 

 

３. 麻酔管理上の問題点と危険な麻酔・手術時合併症 
・ 麻酔・手術時合併症（心筋梗塞、肺梗塞、脳出血、不整脈等）について 
 ここに記載した合併症を発症すると重篤になることがあります。但し発症はきわめて稀です。 

 その他注意すべき点（                                      ） 

・ 手術による出血（輸血治療の可能性）ついて 
 予想出血量（         ） 

・ その他 
 
 
４. 質問 
 
 
署 名 欄 
                             年     月     日 
以上のとおり説明を致しました。 

           説 明   医 師                       
 
                 同席者                       
以上の説明を受け、質問を致しました。 
 
           患 者   氏 名                       
 
           ご家族   氏 名                      
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＊理　念 ＊基本方針
患者さんに満足され、

医療人も満足する医療の提供ができる
病院を目指します

・地域医療との連携及び地域医療への貢献の推進
・プライマリ・ケア診療の充実
・全人的医療が可能な医療人の養成
・専門医療の高度化を目指した医学研究の推進
・国際化の推進

九州大学病院の　理念・基本方針

平成25年 : 6月発行
企画・発行／九州大学病院広報委員会
福岡市東区馬出3－1－1　TEL：092－641－1151（代表）
総務課広報室までご意見等をお寄せください。TEL：092－642－5205　FAX：092－642－5008

●九州大学病院ホームページ

http://www.hosp.kyushu-u.ac.jp

学会・セミナーのご案内
開催日 大会・会議の名称
2013年7月2日 第86回先端医工学セミナー

http://www.cmeit.org/information/detail/i/36/
【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング3階
TEL:092-642-5992　FAX:092-642-5199
九州大学病院先端医工学診療部

2013年7月3日 欧米の若手研究者を招いての
九州大学・精神神経免疫グリア研究・合同セミナー

【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂
TEL：092-642-5627　Fax:092-642-5644
九州大学病院精神科神経科

2013年7月13日 日本てんかん学会九州地方会 【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂　中ホール3
TEL: 092-643-5340　FAX:092-643-5352 
九州大学病院神経内科

2013年7月20日 平成25年度静脈注射教育プログラム（講義）
http://blossom.kaika.project.med.kyushu-u.ac.jp/app/
modules/information/detail.php?storyid=132

【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング4階　臨床大講堂
TEL:092-642-5553　FAX:092-642-5553
九州大学病院看護キャリアセンター

2013年7月22日 第360回 MOC 会
http://www.ortho.med.kyushu-u.ac.jp/

【会　場】
【連絡先】

アクロス福岡4階　国際会議場
TEL:092-642-5487　FAX:092-642-5507
九州大学病院整形外科

2013年7月23日 第31回九州大学病院がんセミナー
http://www.gan.med.kyushu-u.ac.jp/

【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂　中ホール1・2
TEL:092-642-5890　FAX:092-642-5737
九州大学病院がんセンター

2013年7月25日 第28回こころと脳のセミナー
http://www.med.kyushu-u.ac.jp/app/modules/seminar/index.php?c=1

【会　場】

【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング1階
精神科神経科カンファレンスルーム
TEL:092-642-5627　FAX:092-642-5644
九州大学病院精神科神経科

2013年7月25日 平成25年度静脈注射教育プログラム（実技演習）
http://blossom.kaika.project.med.kyushu-u.ac.jp/app/
modules/information/detail.php?storyid=132

【会　場】

【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング3階　
クリニカルスキルトレーニングセンター
TEL:092-642-5553　FAX:092-642-5553
九州大学病院看護キャリアセンター

2013年7月26日
・7月27日

第80回スタンダードコース
http://mit.med.kyushu-u.ac.jp

【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング3階
TEL:092-642-6028　FAX:092-642-6109
九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンター

2013年7月27日 第42回福岡県整形外科医会学術集会・研修会 【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部同窓会館
TEL:092-642-5488　FAX:092-642-5507
九州大学病院整形外科医局長室

2013年7月30日
－8月1日

心療内科夏季オリエンテーションレクチャー
http://www.cephal.med.kyushu-u.ac.jp/

【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング2階　臨床小講堂1
TEL:092-642-5318　FAX:092-642-5336
九州大学病院心療内科医局長室

2013年7月31日 がんの臨床開発（仮題） 【会　場】
【連絡先】

九州大学病院　臨床小講堂2
TEL:092-642-5079　FAX:092-642-5008
九州大学病院戦略企画課　高度先端医療支援室

2013年8月1日 福岡口腔癌講演会 【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂　中ホール3
TEL:092-642-6452　FAX:092-642-6392
九州大学病院顔面口腔外科

2013年8月22日 第2回福岡県院内がん登録研修会
http://www.gan.med.kyushu-u.ac.jp/

【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部基礎研究棟Ａ棟1階　講義室1
TEL:092-642-5890　FAX:092-642-5737
九州大学病院がんセンター

2013年8月23日
・8月24日

第81回スタンダードコース
http://mit.med.kyushu-u.ac.jp

【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング3階
TEL:092-642-6028　FAX:092-642-6109
九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンター

2013年8月31日 第24回福岡国際母子総合研究シンポジウム（FISP/M） 【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂　中ホール1・2
TEL:092-642-5395　FAX:092-642-5414
九州大学病院産科婦人科

2013年9月2日 第361回 MOC 会
http://www.ortho.med.kyushu-u.ac.jp/

【会　場】
【連絡先】

アクロス福岡4階　国際会議場
TEL:092-642-5487　FAX:092-642-5507
九州大学病院整形外科

2013年9月5日 牛島定信先生講演会「私の生きた時代の精神医学」 【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング1階　カンファレンスルーム
TEL:092-642-5627　FAX:092-642-5644
九州大学病院精神科神経科

2013年9月10日 九州大学病院口腔ケアフォローアップセミナー
http://www.biotene-tk.co.jp/news/2013/06/10/
kyushu-u_seminar

【会　場】
【連絡先】

JR 博多シティ会議室10階　大会議室
TEL:092-642-6452　FAX:092-642-6392
九州大学病院顔面口腔外科

2013年9月13日
－9月15日

第43回日本口腔インプラント学会学術大会
市民フォーラム「インプラントと患者さんの QOL －イン
プラントの AtoZ，かしこい選択で健康長寿－」
http://www.43jsoi.com/

【会　場】

【連絡先】

福岡国際会議場、福岡サンパレスホール＆ホテル
TEL:092-642-6441 FAX:092-642-6380
九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座
インプラント・義歯補綴学分野

2013年9月18日 第32回九州大学病院がんセミナー
http://www.gan.med.kyushu-u.ac.jp/

【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂　中ホール1・2
TEL:092-642-5890　FAX:092-642-5737
九州大学病院がんセンター

2013年9月20日 創薬支援体制の構築に向けて（仮題） 【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング　臨床小講堂2
TEL:092-642-5079　FAX:092-642-5008
九州大学病院戦略企画課　高度先端医療支援室

2013年9月27日
・9月28日

第82回スタンダードコース
http://mit.med.kyushu-u.ac.jp

【会　場】
【連絡先】

九州大学病院ウエストウイング3階
TEL:092-642-6028　FAX:092-642-6109
九州大学病院内視鏡外科手術トレーニングセンター

2013年9月28日 第51回六大学合同眼科研究会 【会　場】
【連絡先】

九州大学医学部百年講堂 大ホール
TEL:092-642-5648　FAX:092-642-5663
九州大学病院眼科
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